
（１）　虐待の内容 （単位：人）

（2）　被虐待児の年齢構成 （単位：人）

（3）　主な虐待者 （単位：人）

２　通告受付の状況

（１）　児童虐待通告受付件数 （単位：世帯）

（２）　児童虐待通告経路 （単位：世帯）

 ※1　（　）は、児童相談所から各区に調査を依頼した件数で内数。

　　※　本資料において、計数（割合の部分）は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。
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※1　（　）は、児童相談所から各区に調査を依頼した件数で内数。
※2　（　）は、児童相談所から各区に調査を依頼した案件において、区が虐待と認定した件数で内数。
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６年度 1,870 (132)※1 3.9% 1,099 (5)※2

(6)※2

５年度 1,800 (159)※1 14.4% 1,107 (5)※2

　令和６年度の児童虐待通告件数は1,870件であり、昨年度から70件（3.8％）増加。虐待として認定した件数（1,099
件）はわずかに減少（前年度比8件、0.8％減）。
　通告経路では、警察からのものが938件と最多（面前ＤＶに伴う心理的虐待の通告によるものが多い）。
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児童虐待認定状況等について
　札幌市児童相談所における令和６年度の児童虐待認定件数は2,470件。前年度（2,627件）から157件（6.0％）減少。
　身体的虐待（前年度から18件減少）、ネグレクト（前年度から78件減少）、心理的虐待（前年度から62件減少）は前年
度から減少傾向にあるが、性的虐待のみ増加。心理的虐待（1,287件）のうち、面前ＤＶに伴うものは865件で、67.2％
を占めている。

1 児童虐待認定の状況

身体的虐待 性的虐待 ネグレクト 心理的虐待 合　計 増減率

４年度
520 24 444 1,241 2,229

-
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